
令和８年度
予算編成のあらまし

【資料１】
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国の重点支援地方交付金を活用（令和7年12月26日議決済）

「全区民」対象（令和8年1月1日時点で、区内に住民登録がある方）

1人あたり現金１万円を給付

現金支給
を選択した

理由
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対 象 対象者数 支給方法 申請方法 支給時期

上記以外
の世帯 約304,300世帯

（約587,700人）

セブン銀行
ATMで受取

世帯全員分を
一括で受取

申込必要
オンライン

or
申請書提出

セブン銀行から番号
通知【確認番号】が届
き次第受取可能

(口座情報不要)

① 専用コールセンターもしくは申請相談支援窓口へ申し出

② 申し出後、区から送付する口座振込申請書を提出

あだち食料品等物価高支援給付金（1万円）の進捗状況

3月中旬以降、セブン銀行ATMで受取！

プッシュ型支援！２月24日（火）入金予定現 金 支 給 を 選 択 し た 理 由

口座振込の場合
支給は申請から
3～4週間程度

申請期限は6月30日（火）まで

対 象 対象者数 支給方法 申請方法 支給時期

令和6年度住民
税非課税世帯及
び住民税均等割
のみ課税世帯へ
の3万円給付金
を区から世帯主
の口座に支給し
た世帯

約82,000世帯
（約116,000人）

口座振込

世帯主名義の口
座に世帯全員分
を一括で振込

申込
不要

２月24日（火）
＆ 26日（木）

区がR7に実施した「あ
だち物価高騰支援臨時
給付金」の支給口座へ
自動振込

約２割

２月9日（月）以降、対象世帯の世帯主宛「振込みの事前案内」をお届け

３月上旬以降、順次申請書をお届け

約8割

１ 現金を希望する区民の声が多数

２ 早期に給付を開始できる

3 おこめ券などの商品券配布と比較し、
約9千万円程度のコストを抑えられる(足立区試算)

物価高騰の影響は全区民に及ぶため、所得制限はなしで

「全区民」を対象に1人あたり１万円を給付へ

【事務費：544,079千円】
全体の約７％

※ 金額は表示単位未満を端数調整しています

特定財源

約30億円
自主財源

約45億円

入金第１弾

入金第2弾

できるだけ速やかに区民の皆様にお届けできるよう
初めてコンビニ銀行のATM受取サービスを導入！

口座振込も選択可能
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入金第2弾！選べる３つの申請方法

お客様番号 ●●● ●●●● ●●●

セブン銀行ATM
で受け取る際に
必ず使用する
１０桁の番号

【申請書のイメージ図】

あだち食料品等物価高支援給付金
（1人1万円）

SAMPLE

絶対に捨てないで！

普通郵便で

申請書が届きます

オンライン申請（セブン銀行ＡＴＭ受取）

郵送申請（セブン銀行ＡＴＭ受取）

口座振込（申請から３～４週間程度）

申

請

書

が

届

い

た

ら

1

～

3

の

い

ず

れ

か

で

申

請
あだち食料品等物価高支援給付金ダイヤルへお問い合わせください

電話：０１２０－６３６－０３９（平日、午前９時から午後８時まで）

申請書到着以降、区役所１階の相談支援窓口で口座振込申請書の提出を支援

窓口では、本人確認書類や受取口座を確認できる書類のコピーもできます

区から口座振込申請書を郵送

1

3

2

① 二次元コードをスマートフォンで読取

② 確認フォーム画面で４つの情報を入力

③ ワンタイムパスワード6桁を入力(1回目)

お客様番号（10桁）／世帯主の生年月日

メールアドレス／電話番号

1
回
目
の
認
証

① 申請書の同意事項を確認し署名

② 本人確認書類のコピーを貼付

・ マイナンバーカード（表面）

・ 運転免許証 etc.

同 封 の 封 筒 で 返 信

① 本人確認書類の画像データ
をアップロード

・ マイナンバーカード（表面）

・ 運転免許証 etc.

② ワンタイムパスワード6桁を
入力(2回目)

2
回
目
の
認
証

推奨

上記１・２の申請

ができない方

まずは
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オンライン申請または郵送申請によるセブン銀行ATMでの受取方法

※ 年度替わりの会計事務の手続き上、４月当初は１週間程度セブン銀行ATMで受取がご利用できません。

審
査
期
間
（最
短
３
営
業
日
）

お出掛け前に３つの情報を確認！

手 続 完 了

受取番号通知が届いたら

区では
受取期限を

３０日に
設定

① 審査後、区がセブン銀行へ送金登録

② 送金登録完了後、

ＡＴＭでの受取に必要な３つの情報が届く

1. 提携先コード：区の契約番号４桁

2. お客様番号 ：＊ ＊ （番号の表示なし）＊ ＊

申請書の番号１０桁

3. 確認番号：ワンタイムパスワード4桁

全国のセブン銀行で好きな時間に受け取れる

足立区内では180か所で受取可能

最
寄
り
の
セ
ブ
ン
銀
行
A
T
M
へ

提携先コード(4桁)

お客様番号（10桁）

確認番号（4桁）

オンライン申請の
場合は送金登録
後、即時「メール」

郵送申請の場合は
通常6営業日で
「圧着はがき」

5



4月より区内全域でスタート

「プラスチック分別回収」
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予算編成のあらまし：30ページ

住民説明会

モデル地区
【千住・新田・小台・宮城地域】

R8事業経費

① プラスチック収集運搬委託
② プラスチック資源化委託費（リサイクル費用）
③ 事業開始後の再周知
④ プラスチック回収用コンテナネット作製

「収集回数」と「収集曜日」が変わります

モデル地区で先行実施

「収集回数」と各ご家庭の地域の「収集曜日」を
ご確認いただき、事前準備をお願いします！

513,076千円

13,376千円

748千円

637,174千円

1,164,374千円

▶ =
約90％

をリサイクル

6,806ｔ

CO2削減量

1万5ｔ

杉の木

約71万5千本分
の吸収量

※プラスチックリサイクル量１ｔあたり
ＣＯ２削減量1.47ｔで算出

※杉の木換算
年間吸収量：平均14ｋｇ／本

推計回収量

7,563ｔ

2年のモデル実施を経て、R8.4月から区内全域で展開

＜モデル実施の削減量から令和8年度のCO2削減目標を設定＞
「燃やすごみ」「燃やさないごみ」「資源」の収集曜日を変更

燃やすごみ

プラスチック

燃やさないごみ

資 源

週２回

月２回

週１回

週１回

月２回

週１回

※ 燃やすごみ３回のうち、１回が
プラスチック回収に変更

令和８年３月まで 令和８年４月から

週３回

令和6年度 令和7年度
（見込み）

回収量 1149.54ｔ 1129.38ｔ

資源化量 1038.43ｔ 1013.05ｔ

CO2削減量 1526.49ｔ 1489.18ｔ

不安や悩みの解消に
向け、事業周知を強化

■ ＰＲポスターや横断幕の掲出

■ ＰＲ動画やあだち広報特集号の作成 など
R7

内訳

R6

【モデル実施から見えた、区民の不安や悩みの主な声】

■ 燃やすごみの収集回数が減ると、夏場などは生ごみの匂いが不安

■ プラスチック容器はどのくらい洗えばよいか

プラスチック分別回収にご協力をお願いします！
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条例案を令和8年第1回足立区議会定例会へ提出予定

足立区認知症とともに
いつまでもこのまちで条例

現金支給
を選択した

理由
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共生する活力ある社会の実現を推進

■ 高齢化率23.92％ （R8.1.1現在）

■ 足立区の高齢者の約8人に1人（※）が認知
症と推計（R7）
※ 国の認知症有病率（12.9％）とし、区の高齢者人口に乗じて算出

■ 認知症の人の早期発見や早期支援を目的
として、介護予防チェックリストや認知症
検診事業等を実施してきた

区の現状

背 景

■ （略称）認知症基本法が施行(R6.1.1)

■ 法に基づいて、共生社会の実現を目指す

■ 自治体では推進計画の策定が努力義務化

背 景

認知症の人やご家族等の声

ご本人の声

ご家族等の声

第4条 区の責務
■ 「やりたいことがある」ことを理解して

ほしい

■ 家族にも認知症のことをもう少し理解
してほしい

■ 簡単なものでよいので、やれる仕事を
やってみたい

■ 早期から本人の異変に気付けるとよい

■ 家族が「あれ？おかしいな」と感じたら
ホウカツなどに早めに相談してほしい

■ 施設に入所しても相談できる人が欲しい

第6条 事業者の役割

第3条 基本理念

第5条 区民の役割

声
を
条
例
に
反
映

目指す姿 認知症になっても 「やりたいこと」を諦めず安心して住み続けられるまち

■ 意思の尊重 ■ 理解促進
■ 障壁の除去(バリアフリー)
■ 医療・福祉サービスの提供

■ 認知症に関する総合的・
計画的な施策の実施

■ 誰もがなり得るという認識、
関心と理解

■ 良質な保健医療・福祉
サービスの提供

新たに「（仮称）認知症施策推進計画」
を策定し、具体的な取組を推進

令和8年度
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「安心」と「活力」の2つの視点から

足立区基本計画の理念を具現化

やりたいことが叶うまち。

まずは「安心」「活力」の土台づくり
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令和8年度 一般会計当初予算の概要

①歳入／②歳出
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●●●●●●●●●●●●

予算編成のあらまし：1～9、73～77ページ
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※ 金額は表示単位未満を端数調整しています

①特別区交付金

②特別区税

③基金からの繰入

定額減税分(29億
円)は、全額地方特
例交付金(国費)で
補填されたため、
実質は55２億円

（億円）

当初予算額 年度別の推移 予算規模 3,696億円 +223億円（＋6.4％）

① 特別区交付金 １,２５５億円
（構成比３４.０％）

■ 原資となる都税収入の好調な推移を想定
■ 令和7年度から都区間の配分割合が変更（区の配分55.1％→56％）

前年度比 +86億円

② 特別区税 609億円
（構成比１６.５％）

■ 東京都最低賃金引上げや失業率の低位安定等による雇用環境の改善

■ 納税義務者数の増加（令和7年度当初比12,702人増）を想定

前年度比 +42億円

③ 基金からの繰入 ２６５億円
（構成比７.２％）

■ 財政調整基金 ６３億円（前年度比△３９億円）

■ 公共施設建設資金積立基金 ６３億円（前年度比＋１４億円）
（花畑地域学習センターや千住庁舎の大規模改修工事などに）

■ 義務教育施設建設資金積立基金 ５０億円（前年度比 △７億円）
（東渕江小学校の改築工事、小・中学校の全体保全工事などに）

■ 教育ＩＣＴ環境整備資金積立基金 ２９億円（前年度比＋２２億円）
(児童・生徒用Chromebookの更改・保守などに）

前年度比 +７億円

※ 主な基金を掲載しています

令和8年度一般会計当初予算の概要 ①歳入

過去最高

過去最高
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予算編成のあらまし：1～9、73～77ページ

12年連続過去最大を更新

＋22３億円
（＋6.４％）

※ 金額は表示単位未満を端数調整しています

（億円）

当初予算額 年度別の推移 予算規模 3,69６億円 +22３億円（＋6.４％）

区の裁量が及びにくい増額 約２０６億円
① 国や都の決定により実施しなければならないもの 約９２億円

■ 生活保護費基準改定の最高裁判決を踏まえた追加給付 ＋２８億円

■ 国の公定価格上昇等による私立保育園等運営費 ＋１６億円

② 物価高騰・人件費上昇によるもの 約６３億円

■ 給与改定等による区職員給与費、区会計年度任用職員報酬 ＋４２億円

■ 施設の維持管理・運営及び業務委託等に係る経費の上昇 ＋２１億円

③ 国が推進する施策によるもの 約５１億円

■ 学校ＩＣＴ推進事業(児童・生徒用Chromebookの更新等) ＋３９億円

■ 資源化物行政回収事業(プラスチック分別回収の区内
全域実施等)

＋１２億円

前項以外の主な増額 約１７億円

■ 花畑地域学習センター大規模改修工事等の施設営繕 ＋４３億円

■ 特別区債元金の償還（繰上償還(前倒し償還)の実施等） ＋１１億円

■ 小・中学校児童・生徒保護者負担軽減事業（新入学
児童・生徒の保護者へ支給する入学準備金）

※ R7から実施。第２号補正で予算計上したため、当初予算比では＋１０億円となります

＋１０億円

※ R7当初予算とR8当初予算の比較を記載
増額分の

約９割に相当

令和8年度一般会計当初予算の概要 ②歳出
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ここからは、

令和8年度の主な施策・事業

についてご説明いたします。
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災害に強いまちづくり1 災害時のトイレ確保・管理計画／建築物耐震化の促進
消火器・住宅用火災警報器／マンション防災備蓄品

地域の安心安全の確保2 持続可能な公共交通／自転車交通安全／ごみ屋敷対策

区民の健康を守る支援３ 出産後支援

１ 安心の土台づくり
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これまでの経緯

能登半島地震でトイレの重要性を再認識Ｒ６

報道や職員の現地視察等により、改めて災害時の
トイレについての問題が浮き彫りとなる

▲ 災害時、水洗機能を失ったトイレ（写真：日本トイレ研究所）

災害時のトイレ確保・管理計画策定の着手Ｒ７
4～

災害時のトイレ空白地域計画策定中
見えてきた
主な課題 災害時に使用できるトイレがある施設①～③を

中心に半径250m円（徒歩5分圏内）をプロット

① 第一次避難所（小・中学校、大学等）
② 福祉避難所（地域学習センター等）
③ 区立公園等（マンホールトイレ）

地図上の円外が
トイレ空白地域

東京トイレ防災マスタープランを参考に区の災害時
のトイレ確保・管理計画策定に着手

令和７年度末の策定を目指す

災害 １ー１ 災害時のトイレ確保・管理計画の策定
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災害

空白地域内にある約200か所の区施設（区立公
園等）を対象に、災害用トイレの配備シミュレーショ
ンを実施し１１５か所を抽出・現地確認を行った

① 携帯トイレ ③ 仮設トイレ
② 自己処理型トイレ ④ マンホールトイレ

災害用トイレ設置場所の抽出・現地確認１

災害用トイレの設置可否の検討２

空白地域解消に向けた対策

トイレ空白地域の具体的な解消方針を決定し、

令和12年度末までの空白地域解消を目指す

今後の
取組み

115か所の施設に災害用トイレの配備方針を決定

■災害用トイレ

現地確認の結果から、災害用トイレの設置可否
の検討を行う

計画に新たに追加する項目その他の

課題

各避難所・公園における災害用トイレの維持管
理方法（設置・清掃・備品管理）に関するマニュア
ルを作成

災害用トイレの維持管理マニュアル2

1 し尿の処理方法マニュアル

「足立区災害廃棄物処理計画」および「足立区災
害廃棄物処理マニュアル」と整合のうえ、以下のト
イレの処理方法を作成

① 仮設トイレ（汲み取り式トイレ）のし尿処理方法
② 携帯トイレ（在宅・避難所）の廃棄方法

計画の実行性をより高めるため
計画策定期間を延長

変更前：令和８年３月 変更後：令和８年９月（予定）

１ー１ 災害時のトイレ確保・管理計画の策定
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予算編成のあらまし：20ページ

R7予算額 R8予算額 見込み件数

① 耐震診断
助成等

158,500千円
（610件）

182,200千円
（＋23,700千円）

676件
(＋66件)

② 耐震改修
助成

308,500千円
（113件）

554,500千円
（＋246,000千円）

118件
（＋5件）

③解体除却
助成

644,000千円
（397件）

822,０00千円
（＋178,000千円）

517件
（＋120件）

④ﾌﾞﾛｯｸ塀
ｶｯﾄ助成

36,000千円
（120件）

36,000千円
（前年度と同額）

120件
（増減無し）

⑤促進計画
改定・普及
啓発等

25,489千円
28,204千円
（＋2,715千円）

ー

令和8年度末まで1年延長

令和3年度に「足立区耐震改修促進計画」を改定

目標

■ 令和8年度新たな基準で「足立区耐震改修促進計画」を改定
■ 区民等から“継続”の要望あり

令和3年11月から令和8年3月の期間で

【令和5年から3年間】 耐震化事業の重点期間として設定

95％
※ 耐震化率は、H30年の統計調査の基準で算出
※ 令和6年度までの実績：93.7％

住宅の耐震化率の目標値を設定これまでの取り組み①

3年間 助成額を増額これまでの取り組み②

1,622,904千円

災害 １ー２ 建築耐震化促進事業 助成額拡充の

まずは

236

401

450

610

676

204

295

405

520

635
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400

500

600

700

R4 R5 R6 R7見込 R8見込

耐震助成件数の推移

診断･設計 解体･改修

約3倍
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予算編成のあらまし：20～21ページ

消火器・住宅用火災警報器購入補助

■ 令和７年９月１９日（事業開始）以降の利用実績

■ 令和８年度の目標額 ※ 令和８年1月22日時点

270,000千円

災害 １ー３ 区民の命と財産を守る支援

継続

災害時、在宅避難に努めるマンションの支援

マンションに対する防災備蓄品の購入費助成

16,000千円

継続

対象品目 保存水（賞味期限５年以上） ／ 携帯トイレ

助成割合 備蓄品購入費の3分の2 ※ 3分の1は自己負担

助成金額 １棟の上限 800，000円（１戸の上限8，000円）

支援期間
令和7年度から3年間

令和7年度実績 助成申請件数13件（R7.12月末時点）

■ 補助概要

■ 令和7年６月補正予算で160,000千円計上

（当初はR8.1月に事業終了を予定）

予想以上の反響

追加予算
措置

令和7年12月補正予算で
123,000千円追加計上

期間延長
事業終了期間を
R8.3月まで延長

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

9月 10月 11月 12月 R8.1月

（千円）

12月・1月の

実績は見込額

R7補助実績 R8補助目標

消火器
46,626千円 165,000千円

5,255世帯 16,500世帯

住宅用
火災警報器

116,290千円 105,000千円

6,257世帯 3,500世帯

対象品目 補助額 補助対象

消火器
（エアゾール式簡
易消火具含む）

全世帯 上限1万円
足立区に
住民登録
のある世
帯

住宅用
火災警報器
（取付工事費含
む）

障がい者・65歳以上
の高齢者がいる世帯

上限3万円

上記以外の世帯
上限2万円

23区で最大

（消火器と住宅用火災警報器の合計）

※

■ 当初見込 ■ 補助実績
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予算編成のあらまし：24ページ

1 はるかぜ協働事業負担金

２ー１ 事業者と連携しバス路線を維持交通

660,000千円

バス路線維持を阻む大きな課題

運行経費に対し利用者が少ない

（１） 運行経費 530,000千円

2事業者が運行する７路線

（２） 車両買替費用 130,000千円

・ バス車両費（5台分）

・ 運行管理支援システム（車載カメラ等）

・ 外装費

令和６年度から

区が運行経費等を負担

（日立自動車、新日本観光）

20



予算編成のあらまし：24ページ

（１）自動運転バス実証実験ルート検討業務負担金（R7-8債務） 8,600千円

（2）自動運転バス実証実験交付金
146,253千円

（３）自動運転バス停整備費

18,000千円

■ はるかぜの運行ルート（運行終了箇所を含む）を中心に、走行難易度を確認

■ 小型バス車両とグリーンスローモビリティ車両の

２種類の車両でそれぞれの実証実験ルートを検討中

まずは、小型バス車両による実証実験から開始 実証実験ルートのバス停を整備

172,853千円2 自動運転バス導入検討事業

▲自動運転バスの想定車両

２ー１ 令和8年度冬頃、自動運転バスの実証実験スタート

小型バスルート候補

グリーンスローモビリティ
ルート候補

◼ 自動運転バス実証実験に関する
協定締結予定

◼ はるかぜ協働事業のバス事業者

◼ 自動運転実証実験の実績あり

日立自動車と連携

事業の体制

国や都の補助金と合わせ
交付金を支出

候補地から

1か所
を選定

交通

車両購入

令和８年度実施スケジュール

夏頃～ 補助金申請、運行の認可手続き

秋頃～ 運行ルートの３Dマップ作成、ドライバー研修、試験走行

冬頃～ 実験開始（乗客あり）
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予算編成のあらまし：25ページ

3 地域内交通導入サポート制度関連事業 58,300千円

地域ニーズに合わせた運行方法を検証

地区名 愛称名 実験期間

継 続

常東地区 チョイソコ×せんじゅ 令和8年7月末まで

花畑地区 花畑ぐるりん 令和8年9月末まで

新 規 扇地区 未定
令和８年度中の

実証実験を目指す

検討中 舎人地区 ― 交通手段導入検討

地域内交通導入前や実証実験中もサポート

２ー１ 既存交通を補完する地域内交通の運行交通

入谷・鹿浜
地区
本格運行中
（区独自）
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重点啓発地域 千住・綾瀬・竹の塚・西新井・五反野・梅島

活 動 時 間傘さし運転携帯電話の使用

主な違反行為
（画像は内閣府HPより引用）

現 状

区内の交通事故全体の死傷者数と
自転車関与事故件数の割合(R6)

1,900人程度 53.4％

令和10年度までに

死傷者数の減少 1,850人へ

自転車の交通違反に青切符適用開始（R8.4～） NEW 11,700千円強化1背 景

交差点や人通りの多い生活道路で街頭指導を実施

指導員3名 × １日８時間以上 ×年間１５０日程度

補助額

補助期間

拡 充 自転車ヘルメット補助の期間延長 30,000千円強化2

１個購入につき２千円補助
３千円に引き上げ 再購入可能

令和７年度末まで 令和10年度末まで ３年延長

原料高騰により価格上昇

自転車利用者のヘルメット
着用率（R7.9 足立区調査）

11.4％ 着用率 20％へ

反則金1万2千円

イヤホンの使用

反則金5千円

自転車ルールの教室や区職員に
よる街頭での啓発活動を実施

令和7年度発足
「自転車ルール啓発チーム」

２ー２ R8～10年を「自転車交通安全の重点啓発期間」に

（週３日程度）

活 動 内 容

１日１か所
ごとに活動

目 標

反則金5千円

自転車安全利用指導員業務委託

予算編成のあらまし：６2ページ

交通

自転車関与割合

R８の目標1万件
R5.3～R7.12の実績

3万件

死傷者数

「自転車安全教育指導員」資格を有するなど交通関連法令の知識に精通した方

自転車利用者・歩行者へ交通安全の指導啓発
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支援が長期化傾向

支援の長期化

ごみ処分を決断するまで

多くの時間を要する

近隣住民の
生活環境悪化（阻害）の長期化

不良状態を

受忍し続けなければならない

現状の上限金額では
ごみの処分に限界がある

残置ごみによる

ごみ屋敷再発の恐れ

２ー３ “足立区流“ごみ屋敷対策をさらに一歩、 前へごみ

寄り添い中心の支援は「継続」しつつ、
「長期化を減らし」地域全体の生活環境改善へ

予算編成のあらまし：６2ページ

5年以上継続の支援が

約77％

ごみ屋敷

再発の防止

R８の新たな改善策

処分に一歩

踏み切るため
の支援

ごみ屋敷対策 直近４年の実績 （令和7年12月末現在）

未解決案件の支援期間年数

５年以上 ５年未満

77％
（21件）

0

100
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300

400

500

R4 R5 R6 R7

累計解決件数 未解決件数

275
315

351

47 39 36

23％
（6件）

374

27

(件数)

全国初となる「ごみ屋敷」に関する条例を制定（H25.1）
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要支援者の処分に対する
心理的ハードル

（不安・拒絶 etc）

長期化の要因①

処分に一歩
踏み出す

後押しが必要

自己保有物の
一時移動支援

上限５０万円

体験を通じて

処分の決断を

後押し/促進

ごみ処分へ

再発防止

医療・福祉ケア

に繋ぐ

支援上限

５０万円

支援上限

１００万円

実体験型支援
「まずはやってみる」

後押し支援

委託事業者が指定する
指定場所(区内)へ移動

長期化の要因②

一度に処分しきれない
支援上限額の壁

【過去の実績】
７件のうち５件が上限超え

1,500千円 （500千円×3件）

ごみの一斉処分が可能に

ごみ処分を決断するまでの平均支援期間

自己保有物の一時移動支援1 ごみ処分支援の上限金額を拡充2

約１年から２年

２ー３ 全国初となる“一時移動支援”を開始ごみ

1 再発リスクの軽減

２ ごみ処分の支援期間を短縮

予算編成のあらまし：６2、66ページ

処分にかかる物価上昇や
人件費の高騰にも対応

1,000千円（+500千円、実施目標1件）

（H25～） （R８～）
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出産費助成事業
令和4年度足立区「出
産・子育てアンケート
で要望が一番多い

【無料※1】産婦健康診査支援①

【無料※2】１か月児健康診査支援②

■ １回につき5千円を公費負担（令和８年10月１日開始）

■ ４月～９月に出産した方も助成対象

【積算根拠】
対象者数 ４,１００人×２回

４１，６０１千円

【積算根拠】
対象者数4,100人×1回

２４，９０１千円

産後ケア事業支援③

産後2週間、産後1か月の産婦に対する健康
診査に公費負担を開始します（計２回）。

■ １回につき6千円を公費負担（令和８年10月１日開始）

■ ４月～９月に生まれた子も助成対象 区独自

生後1か月の子に対する健康診査に公費負
担を開始します。

医療機関等型産後ケア＜宿泊型・日帰り型・訪問型＞

■ 自己負担金を半額に引き下げ

デイサービス型産後ケア
■ 産後５か月から１年未満の方を対象とした

産後ケアが１施設 ⇒ ２施設に増

１９７，４４８千円
（＋73,398千円）

国補助
1/2

国補助
1/2

都補助
1/4

令和８年１０月からの都内共通受診方式の
導入にあわせ、区独自に対象を拡大！

令和８年１０月からの都内共通受診方式の
導入にあわせ、区独自に対象を拡大！

※ 両施設とも産後５か月未満の方も利用可能

区独自

実施形態 Before After

宿 泊 型

（R6実績：2,170日）
７施設

5,000円/日

（R7見込：2,758日）
９施設

2,500円/日
（R8見込：4,620日）

９施設

日帰り型

（R6実績：74回）
１施設

2,500円/回

（R７見込：１２０回）
２施設

1,250円/回
（R8見込：２４０回）

３施設

訪 問 型

※ R7新規事業

2,000円/回

（R7見込：540回）
助産師５名

1,000円/回
（R8見込：５４０回）

助産師６名

都内共通

都内共通

３ 出産後の支援健康

マタニティ＆ベビーハウスOhana（梅島）
に加え、 「すこやかプラザ あだち」を追加
します。

予算編成のあらまし：43ページ

区
1/4

※1 医療機関によって健診費用が5千円を超える場合あり
超えた費用は自己負担

区
1/2

※2 医療機関によって健診費用が6千円を超える場合あり
超えた費用は自己負担
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地域経済の活性化1 事業者支援の強化／人材採用・育成・定着支援

町会・自治会等の活動を支援2
子育てと子ども＆若者の夢の実現を全力応援3

２ 活力の土台づくり

エリアデザイン4 高野スポーツパーク開設

町会・自治会の運営の維持・活動の継続

未就学児から大学生まで
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予算編成のあらまし：２２ページ

小規模事業者等の経営改善 539,000千円 事業承継の促進 20,000千円（＋12,000千円）

ホームページ作成・更新

■ 事業承継を契機として行う設備の導入・更新、販路拡大の経費の一部を助成

対象経費 業 種
件 数

R7 R8

①設備投資等経費
製造業等 2件 7件

その他 2件 4件

②広告等経費 区別なし 4件 4件

19,500千円（＋9,500千円）

■ 中小企業相談員の支援により作成した経営改善計画の実行に対する経費を助成

■ 補助の対象

① 機械設備等購入費

② 店舗改修費

③ 操業環境改善費

■ 補助率・上限額は令和８年度も継続

見積額（計画書内）の内、
区内事業者に支払う金額

補助率 上限額

補助対象経費の１/２以上 ２/３

補助対象経費の１/２未満 １/２

２５０万円

１５０万円④ 区内移転先（同一業種）で
の設備購入・店舗改修費
を追加

省エネルギー対策工場設備更新

■ 消費電力が大きい製造業（認可工場）における省エネ設備への更新を促進

項 目 拡 充 前 拡 充 後

補助対象設備 生産設備 生産設備＋ユーティリティ設備（空調・照明等の設備）

補助率 １/２ ２/３

補助金額 １００万円～５００万円 １０万円～８００万円

■ 通常枠（HP新規作成・更新）と動画枠（通常枠＋自社PR等の動画作成）に
かかる委託料を助成

拡充ポイント

区 分
上限額

見込件数
Ｒ７ Ｒ８

①通常枠 10万円 20万円 60件

②動画枠 15万円 25万円 30件

30,000千円

※ 対象の工場・・・印刷機、金属プレス、冷凍機など、製品の製造に必要な生産
設備を持つ認可工場

経済 １ー１ 事業者支援の強化

主な拡充ポイント
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予算編成のあらまし：22～２３ページ

保育士確保・定着支援

人材採用支援助成金 160,051千円

申請回数の上限を補
助上限額の範囲で年
度1回から2回に変更
（上限額は変わらず）

拡充ポイント

採用 人材定着サポート助成金 159,000千円

■ 人材定着のため職場環境の整備や熱中症対策等に取り組む企業を支援

※ 最大150万円まで助成

経済 １ー２ 人材採用・育成・定着支援

定着

人材育成・資格取得研修費補助金 １４，１１０千円育成

専門家によるフォロー

事業効果の向上と助成金の適正執行を確保するため、事前相談と取り組み後
のタイミングで計２回の専門家によるフォローを受けることが必須

区 分 補助率 上限額 見込件数

①求人広告掲載費

1/2

40万円 382件

②人材紹介会社へ
の成功報酬費

60万円 60件

■ 人材採用にかかる企業の費用負担を軽減し、人材採用活動を支援

■ 社員の育成や資格・免許の取得、リスキリングにかかる費用の負担を軽減

■ 対象事業の例

①大型・中型自動車運転免許

②建築・土木施行管理技士

③アスベスト関連資格

④フォークリフト運転技能

申請回数 補助率 上限額 見込件数

1回

１/２

２５万円 15件

2回
1回あたり
12.5万円

60件

5回
1回あたり

5万円
110件

■ 対象経費の例

①研修受講料

②テキスト代・材料費

③受験料 ※ 最大25万円まで補助

対象事業
主な

対象経費
主な取り組み例 補助率 上限額

見込
件数

①職場環境
整備

設備新設・
改修

■ 従業員用トイレ・
休憩室等の整備

■ 手すり・段差解消等
のバリアフリー工事

100万円 90件

②熱中症対策

設備新設・
改修

スポットクーラーの
設置

40万円 160件対策物品
購入

ファン付きベストの
購入

③就業規則の
作成・改定

社労士等へ
の委託

■ 多様な勤務形態の
設定

■ 社内メンター制度
の整備

10万円 50件

1/2
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予算編成のあらまし：44ページ

地域のみなさまの声を受け、町会・自治会の運営維持や活動継続の支援を充実

88,000千円

舞台設置等行事に係る事業助成

■ 子ども向けに実施する子ども祭りや

餅つき大会などにかかる費用の助成

回数を増

子ども向け地域活性化事業助成

21,500千円（＋8,000千円）

活性化用物品購入助成

■ 交通安全運動などで使用するテント

購入費用等の助成額を増

（３年間限定：R８～R10年度）

■ 盆踊りや夏祭りに必要な舞台設備等の

設置委託料や賃借料を助成

65,000千円（＋44,000千円）

補助率 上 限 額 見込件数

10割

単一町会・
自治会での実施

40万円

210件
合同での実施

50～
80万円

①やぐら（舞台）

②テント

③放送設備

④電気工事

R７年度 R８年度

助成回数 年１回 年２回

件 数 ８9件（実績） 105件（見込み）

※ 1回の上限額は30万円

R7年度 R８年度

補助率 ６割 １０割

上限額 １０万円 １５万円

件 数 １５件（実績） １００件(見込み）

地域 ２ 地域コミュニティの活力を取り戻す

※ テント以外の助成物品も含む
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予算編成のあらまし：２８ページ

私立幼稚園等の利用料補助の増額

私立幼稚園、私立認定こども園を利用する園児保護者の
経済的負担軽減を図るため、利用料を補助

利用料補助（月額） 33,000円 35,000円

5,276人対象者

323,929千円（＋144,138千円）

未就学児に夏の遊び場を提供

猛暑により、外で遊べる場が不足している
未就学児向けに、室内で遊べる場を提供

8,240千円

1か所（2回）開催

（ボールプールなどの遊具を設置）

3か所（6回）開催

小・中学校入学準備金を支給

令和９年４月に新１年生となる児童・生徒を対象に、入学準
備にかかる保護者負担を軽減するため、一人当たり１０万
円を支給

新小学１年生 約4,600人 新中学１年生 約5,400人

中高生向け学習スペースをより安全に

令和８年度も引き続き
夏休み期間中、中高生の学習スペースを無料で提供

1,429千円（＋1,429千円）

（生涯学習センターと地域学習センターの空き室を活用）

1,047,530千円

（令和８年度内支給予定・住所要件などあり）

安心して利用できる環境を整えるために
見守りカメラを新たに設置 全14施設分

■ 庁舎ホール
■ 足立区勤労福祉会館
■ すこやかプラザあだち（予定）

未就学児 小学生・中学生・高校生

若者 ３ー１ 子育てと子ども＆若者の夢の実現を全力応援 ①
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予算編成のあらまし：29ページ

大学生等の修学・就職を支援

23,739千円（＋8,641千円）

大学生等の修学・就職を支援

高校中途退学者の高等学校卒業程度認定試験対策や、
授業についていけない高校生の補習等を行う学習支援

29,179千円

３拠点

架空部署「あだち未来創造課」のモギ職員として、社会人を先取り体験

番外編

SNSを参考に、若者たちが「買っ
てみたい！」と思える
よう、健康だけでなく、
おしゃれさやインパクト
にもこだわってレシピ
や名前を考えました。

みなさんのアイデアを
なんとか形にしたいと
いう思いから、商品化
が実現しました。

358円（税込386.64円）

複数の野菜を使用

竹井浩樹
(株)セブン‐イレブン・ジャパン
オペレーション本部長

参加した高校生
矢崎さん

２拠点 梅島・綾瀬 谷在家・梅島・綾瀬

企画に参加した高校生・大学生が、株式会社
セブン-イレブン・ジャパンと一緒に、若者の
健康意識を高める取り組みを考えてきました。

発案した企画を区長へ
プレゼンテーション

企画立案会議

魔女スープ

高校生世代の居場所型学習支援

生活困窮世帯（生活保護受給世帯、住民税

非課税相当世帯）の子どもの大学等への
修学から就職活動に係る経済的負担を
軽減するために支援金を給付

申請要件・所得要件を
緩和し、対象者を拡充 260人 400人

■ トマト
■ キャベツ
■ 紫キャベツ
■ 人参
■ 玉ねぎ
■ セロリ

高校生世代・大学生

若者 ３ー２ 子育てと子ども＆若者の夢の実現を全力応援 ②

■ 在学中・・・最大20万円
①PC代 ②教科書代 など

■ 就活時・・・最大3万円
①スーツ代 など

NEW

32



●●●●●●●●●●●●

予算編成のあらまし：37ページ

イメージ図（南東側から高野スポーツパークを望む）

管理棟

駐車場

令和８年４月２６日開設
※ 同日にオープニングセレモニー実施予定

イメージ図（北東側から創出用地を望む）

上沼田東公園

日暮里・舎人ライナー
「西新井大師西駅」徒歩約2分

上沼田東公園東側創出用地活用

高野スポーツパーク 【R8関連予算】78,824千円管理委託費等

令和７年１２月

令和９年12月

大和リース（株）に
事業者決定
施設開設フィットネス・サウナ

ドラッグストア

カフェ
広場

尾
久
橋
通
り

国
道
４
号

環状七号線

隅田川
荒川

毛長川

（
計
画
）
地
下
鉄
８
号
線

江北エリア

区内初！全面人工芝の多目的広場

４ 江北エリアデザインの推進エリア
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最後に・・・
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2026年9月発売予定！

■ 東京23区では、世田谷・杉並・墨田に次ぐ4番目

■ 1979年の創刊以来、海外旅行ガイドを展開
2020年から国内版も制作しており、その圧倒的な
情報量から、地元の方を中心に好評を博している

地球の歩き方 足立区版 発行決定！

地球の歩き方編集長 由良 暁世 様

にご紹介いただきます！

ゆ ら あ き よ
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地球の歩き方からのご案内
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「令和8年第1回足立区議会定例会」で
可決された場合に予算が執行されます 37


